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こ れ ま で の 若 者 論 を 学 ぶ

三 浦 展 ＋ ス タ ン ダ ー ド 通 信 社 『 日 本 溶 解 論 』 プ レ ジ デ ン ト 社 ， 2 0 0 8

小 谷 敏 ・ 土 井 隆 義 ・ 芳 賀  学 ・ 浅 野 智 彦  編 『 若 者 の 現 在 　 労 働 』 日 本 図 書 セ ン タ ー ， 2 0 1 0

小 谷 敏 ・ 土 井 隆 義 ・ 芳 賀  学 ・ 浅 野 智 彦  編 『 若 者 の 現 在 　 政 治 』 日 本 図 書 セ ン タ ー ， 2 0 1 1

小 谷 敏 ・ 土 井 隆 義 ・ 芳 賀  学 ・ 浅 野 智 彦  編 『 若 者 の 現 在 　 文 化 』 日 本 図 書 セ ン タ ー ， 2 0 1 2

浅 野 智 彦 『 「 若 者 」 と は 誰 か 【 増 補 新 版 】 』 河 出 書 房 新 社 （ 河 出 ブ ッ ク ス ） ， 2 0 1 5

友 枝 敏 雄  編 『 リ ス ク 社 会 を 生 き る 若 者 た ち 』 大 阪 大 学 出 版 会 ， 2 0 1 5  ★

藤 村 正 之 ・ 浅 野 智 彦 ・ 羽 渕 一 代  編 『 現 代 若 者 の 幸 福 』 恒 星 社 厚 生 閣 ， 2 0 1 6  ★

小 谷  敏  編 『 二 十 一 世 紀 の 若 者 論 』 世 界 思 想 社 ， 2 0 1 7  ★

浅 野 智 彦 ・ 川 崎 賢 一  編 『 若 者 の 〈 溶 解 〉 』 勁 草 書 房 ， 2 0 1 7  ★

乾  彰 夫 ・ 本 田 由 紀  ・ 中 村 高 康  編 『 危 機 の な か の 若 者 た ち 』 東 京 大 学 出 版 会 ， 2 0 1 7

吉 川 徹 ・ 狭 間 諒 多 朗  編 『 分 断 社 会 と 若 者 の 今 』 大 阪 大 学 出 版 会 ， 2 0 1 9

若 者 と 地 方 ・ 地 元 （ ジ モ ト ）

川 端 浩 平 『 ジ モ ト を 歩 く 』 御 茶 ノ 水 書 房 ， 2 0 1 3

阿 部 真 大 『 地 方 に こ も る 若 者 た ち 』 朝 日 新 聞 出 版 （ 朝 日 新 書 ） ， 2 0 1 3

轡 田 竜 蔵 『 地 方 暮 ら し の 幸 福 と 若 者 』 勁 草 書 房 ， 2 0 1 7  ★

磯 部  涼 『 ル ポ  川 崎 』 C Y Z O ， 2 0 1 7

知 念  渉 『 〈 ヤ ン チ ャ な 子 ら 〉 の エ ス ノ グ ラ フ ィ ー 』 青 弓 社 ， 2 0 1 8  ★

打 越  正 行 『 ヤ ン キ ー と 地 元 』 筑 摩 書 房 ， 2 0 1 9

岸 政 彦 ・ 打 越 正 行 ・ 上 原 健 太 郎 ・ 上 間 陽 子 『 地 元 を 生 き る 』 ナ カ ニ シ ヤ 出 版 ， 2 0 2 0

若 者 と 人 間 関 係 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

岩 田 考 ほ か 編 『 若 者 た ち の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ サ バ イ バ ル 』 恒 星 社 厚 生 閣 ， 2 0 0 6  ★

土 井 隆 義  『 友 だ ち 地 獄 』 筑 摩 書 房 ， 2 0 0 8

ダ ナ ・ ボ イ ド 『 つ な が り っ ぱ な し の 日 常 を 生 き る 』 草 思 社 ， 2 0 1 4

藤 代 裕 之 『 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア 論 ・ 改 訂 版 』 青 弓 社 ， 2 0 1 9

藤 代 裕 之 ほ か 『 ア フ タ ー ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア 』 日 経 B P ， 2 0 2 0

金 光  淳 『 「 ３ 密 」 か ら 「 ３ 疎 」 へ の 社 会 戦 略 』 明 石 書 店 ， 2 0 2 0

有 田  亘 ・ 松 井  広 志  編 『 い ろ い ろ あ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 社 会 学 』 北 樹 出 版 ， 2 0 2 0  ★



若 者 と 消 費

宮 台 真 司 ・ 石 原 英 樹 ・ 大 塚 明 子  著 『 増 補  サ ブ カ ル チ ャ ー 神 話 解 体 』 ち く ま 文 庫 ， 2 0 0 7

五 十 嵐 太 郎  編 『 ヤ ン キ ー 文 化 論 序 説 』 河 出 書 房 新 社 ， 2 0 0 9

荒 井 悠 介 『 ギ ャ ル と ギ ャ ル 男 の 文 化 人 類 学 』 新 潮 新 書 ， 2 0 0 9  ★

遠 藤 知 巳 編 『 フ ラ ッ ト ・ カ ル チ ャ ー 』 せ り か 書 房 ， 2 0 1 0

牧 野 智 和 『 自 己 啓 発 の 時 代 』 勁 草 書 房 ， 2 0 1 2  ★

吉 光 正 絵 ほ か  編 『 ポ ス ト 〈 カ ワ イ イ 〉 の 文 化 社 会 学 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 ， 2 0 1 4  ★

牧 野 智 和 『 日 常 に 侵 入 す る 自 己 啓 発 』 勁 草 書 房 ， 2 0 1 5  ★

永 井  純 一 『 ロ ッ ク フ ェ ス の 社 会 学 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 ， 2 0 1 6

北 田 暁 大 ＋ 解 体 研  編 『 社 会 に と っ て 趣 味 と は 何 か 』 河 出 書 房 新 社 ， 2 0 1 7  ★

飯 田  豊 ・ 立 石  祥 子  編 『 現 代 メ デ ィ ア ・ イ ベ ン ト 論 』 勁 草 書 房 ， 2 0 1 7

藤 田 結 子 ・ 成 実 弘 至 ・ 辻  泉  編 『 フ ァ ッ シ ョ ン で 社 会 学 す る 』 有 斐 閣 ， 2 0 1 7

米 澤 泉 『 「 く ら し 」 の 時 代 』 勁 草 書 房 ， 2 0 1 8

高 野 光 平 ・ 加 島  卓 ・ 飯 田  豊  編 『 現 代 文 化 へ の 社 会 学 』 北 樹 出 版 ， 2 0 1 8

岡 本 　 健 『 ア ニ メ 聖 地 巡 礼 の 観 光 社 会 学 』 法 律 文 化 社 ， 2 0 1 8

宮 台 真 司 ・ 永 田 夏 来 ・ か が り は る き 『 音 楽 が 聴 け な く な る 日 』 集 英 社 新 書 ， 2 0 2 0  ★

若 者 文 化 を 考 え る た め の 古 典 、 社 会 学 の 入 門 書

佐 藤  郁 哉 『 暴 走 族 の エ ス ノ グ ラ フ ィ ー 』 新 曜 社 ， 1 9 8 4
ポ ー ル ・ ウ ィ リ ス  『 ハ マ ー タ ウ ン の 野 郎 ど も 』 ち く ま 学 芸 文 庫 ， 1 9 9 6
W ・ F ・ ホ ワ イ ト 『 ス ト リ ー ト ・ コ ー ナ ー ソ サ エ テ ィ 』 有 斐 閣 ， 2 0 0 0
難 波  功 士 『 族 の 系 譜 学 』 青 弓 社 ， 2 0 0 7
近 森 高 明 ・ 工 藤 保 則 編 『 無 印 都 市 の 社 会 学 』 法 律 文 化 社 ， 2 0 1 3
ロ バ ー ト ・ D ・ パ ッ ト ナ ム 『 わ れ ら の 子 ど も 』 創 元 社 ， 2 0 1 7
ハ ン ス ・ ウ ェ ス ト ル ン ド ／ テ ィ グ ラ ン ・ ハ ー ス 『 ポ ス ト ア ー バ ン 都 市 ・ 地 域 論 』
ウ ェ ッ ジ ， 2 0 1 9
前 田 拓 也 ほ か 編 『 最 強 の 社 会 調 査 入 門 』 ナ カ ニ シ ヤ 出 版 ， 2 0 1 6  ★
工 藤 保 則 ・ 大 山 小 夜 ・ 笠 井 賢 紀  編 『 基 礎 ゼ ミ 　 社 会 学 』 世 界 思 想 社 ， 2 0 1 7
筒 井 淳 也 ・ 前 田 泰 樹 『 社 会 学 入 門 』 有 斐 閣 ， 2 0 1 7
ケ イ ン  樹 里 安 ・ 上 原  健 太 郎  編 著 『 ふ れ る 社 会 学 』 北 樹 出 版 ， 2 0 1 9
長 谷 川 公 一 ほ か 『 社 会 学 　 新 版 』 有 斐 閣 ， 2 0 1 9
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都市そのものの変容，インターネットやSNSの広まりというウェブ社会の発展とと
もに，若者⽂化もまた，変化している。さらに，新型コロナウイルス感染症の流⾏

は，街から⼈影を消し，こうした変化を加速させた。急速にデジタル化・オンライ

ン化が進むなかで，若者は，「リアルな場所」に何を求めているのか。従来の「都

市の若者」から「若者」を語るという図式を超えて，多様な「場所」からその姿の

析出を試みた，若者論の新潮流。

コロナ禍を経て、これから若者の⽂化はどう変化していくのかについても考察

都市の優位性はまだ残っているのか？ 都会と⽥舎の若者たちを⽐較して考える

ロックフェスやSNS空間など、「場」ごとの⽂化に着⽬する

序 「若者論」の系譜�対象地域に着⽬して（⽊村絵⾥⼦）

第１章 オタク⽂化は，現在でも都市のものなのか（⼤倉 韻）

第２章 Gathering⽂化からSharing⽂化へ��渋⾕センター街のギャル・ギャル男トライブの変遷（荒井悠介）

第３章 それでもなお，都⼼に集まる若者たち��東京都練⾺区の若年層への質問紙調査の分析から（⼩川豊武）

コラム１ 空間としての地元，社会関係としての地元（知念 渉）

コラム２ 若者と「地元」定義（寺地幹⼈）

第４章 「若者の地⽅移住」をめぐる語り��若者・場所・アイデンティティ（牧野智和）

コラム３ 地域おこし協⼒隊×地⽅志向の若者×移動�定住と定住のハザマで（井⼾ 聡）

コラム４ 地域間移動という死⾓�若者の社会移動を考える（妹尾⿇美）

第５章 フジロックフェスティバルに「帰る」⼈びと��「帰省」のレトリックと第三の故郷（永⽥夏来）

コラム５ 「応援上映」という瞬間的共同体（⼤倉 韻）

第６章 現代のメディア空間と友だちとのつながり⽅

コラム６ SNS利⽤の都市∕地⽅⽐較（阪⼝祐介）

終 ポストアーバン化時代の若者論へ（轡⽥⻯蔵）

晃洋書房 京都京都市右京区⻄院北⽮掛町７番地 TEL�075-312-0788 FAX�075-312-7447


